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都市域における小児気管支喘息の発症要因(Ⅱ)

アトピー，血清脂肪酸の関与と都市型居住環境との相互作用について

中島 孝江 東 恵美子 橋本 正史

豊島協一郎 林田 道昭 小町 喜男

　アトピーに関連する年齢，性別，アトピー性皮膚炎の既往などの個体要因と食生活（脂質摂取）に関連す

る血清脂肪酸をとり上げ，今日の都市における小児気管支喘息の発症増大との関連性を調べるため，小児気

管支喘息有症者（有症群）と無症者（無症群）でこれらの要因を比較した。また，幹線道路沿道居住や集合

住宅居住などの都市型居住環境と食生活のこの影響に対する相互作用についても調べた。

　有症群は，平成5年12月より平成6年5月の間に大阪府立羽曳野病院小児科を受診し，気管支喘息と診断

された原則として12歳までの小児で，診断されてからの経過期間の比較的短い202人，無症群は，大阪府立

病院小児科を受診し，現在アレルギー症状が認められず，現病歴に気管支喘息のない原則として12歳までの

小児81人であった。

　アトピー性皮膚炎の既往と居住環境についてはアンケートにより把握し，血清ダニ特異的IgE (Dp-IgE :

ヤケヒョウヒダニIgE，Df-IgE : コナヒョウヒダニIgE）と血清脂肪酸を，それぞれアトピーおよび食生活

（脂質摂取）の指標として測定した。

　結果の解析では，Dp-IgEが陽性か陰性かにより，アトピーと非アトピーに分類し，また，これに従って

喘息をアトピー型と非アトピー型に分けた。その上で，アトピー化と型別の喘息発症に対する年齢，性別，

アトピー性皮膚炎の既往と血清脂肪酸の関与を検討した。また，関与が認められる血清脂肪酸について都市

型居住環境との相互作用を検討した。

　結果より以下の可能性が示唆された。

　1.　年齢はアトピー化に対し正に，喘息発症に対し負に関与する。

　2.　Df-IgEよりDp-IgEが，抗体価の上昇に依存してアトピー型喘息発症に関与する。

　3.　血清中の飽和脂肪酸のステアリン酸が低いことおよび一価不飽和脂肪酸のオレイン酸が高いことは，

アトピー型喘息発症に負に関与する。

　4.　血清中のリノール酸などのω6系多価不飽和脂肪酸が低いことはアトピー化に対し負に関与する。

　5.　血清中のω3系多価不飽和脂肪酸のエイコサペンタエン酸が高いことは非アトピー型喘息発症に関与

する。この関与には「幹線道路沿道居住」や「鉄筋住宅居住」との間で相乗的作用が認められる。
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